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─────────────────────────────────────────── 

令和７年 第１回 高 千 穂 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第５日） 

                             令和７年３月21日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第５号） 

                         令和７年３月21日 午前10時00分開議 

 日程第１ 議案第17号 令和７年度高千穂町一般会計予算 

 日程第２ 議案第２号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理について 

 日程第３ 議案第３号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正について 

 日程第４ 議案第４号 高千穂町税条例の一部改正について 

 日程第５ 議案第５号 天岩戸交流センターあまてらす館の設置及び管理に関する条例の全部

改正 について 

 日程第６ 議案第６号 高千穂町旅費条例の一部改正について 

 日程第７ 議案第７号 高千穂町職員の給与に関する条例の一部改正について 

 日程第８ 議案第８号 高千穂町下水道条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第９号 高千穂町観光駐車場管理条例の一部改正について 

 日程第10 議案第10号 高千穂峡淡水魚水族館入場料徴収条例の一部改正について 

 日程第11 議案第11号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 日程第12 議案第19号 令和７年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算 

 日程第13 議案第23号 令和７年度高千穂町小水力発電事業特別会計予算 

 日程第14 議案第24号 令和７年度高千穂町水道事業会計予算 

 日程第15 議案第25号 令和７年度高千穂町下水道事業会計予算 

 日程第16 議案第26号 町道路線の認定について 

 日程第17 議案第18号 令和７年度高千穂町国民健康保険特別会計予算 

 日程第18 議案第20号 令和７年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算 

 日程第19 議案第21号 令和７年度高千穂町介護保険特別会計予算 

 日程第20 議案第22号 令和７年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第21 閉会中の継続調査の申し出について 

 日程第22 議員派遣について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 
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 日程第１ 議案第17号 令和７年度高千穂町一般会計予算 
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 日程第７ 議案第７号 高千穂町職員の給与に関する条例の一部改正について 

 日程第８ 議案第８号 高千穂町下水道条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第９号 高千穂町観光駐車場管理条例の一部改正について 

 日程第10 議案第10号 高千穂峡淡水魚水族館入場料徴収条例の一部改正について 

 日程第11 議案第11号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 日程第12 議案第19号 令和７年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算 
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 日程第14 議案第24号 令和７年度高千穂町水道事業会計予算 

 日程第15 議案第25号 令和７年度高千穂町下水道事業会計予算 

 日程第16 議案第26号 町道路線の認定について 

 日程第17 議案第18号 令和７年度高千穂町国民健康保険特別会計予算 

 日程第18 議案第20号 令和７年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算 
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 日程第21 閉会中の継続調査の申し出について 

 日程第22 議員派遣について 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 藤田 利廣        ２番 田中 義了 

３番 佐藤さつき        ５番 板倉 哲男 

６番 磯貝 助夫        ７番 本願 和茂 

８番 中島 早苗        ９番 馬原 英治 

11番 工藤 博志        12番 富髙健一郎 

13番 富髙 友子        14番 佐藤 定信 
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────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 興梠 恵志         書記 興梠  貴 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 甲斐 宗之    副町長 ………………… 藤本 昭人 

教育長 ………………… 戸敷 二郎    総務課長 ……………… 興梠 貴俊 

財政課長 ……………… 霜見  勉    総合政策課長 ………… 湯川  哲 

税務課長 ……………… 谷川 保孝    町民生活課長 ………… 佐伯 竜也 

企画観光課長 ………… 安在  浩    福祉保険課長 ………… 飯干 由紀 

農林振興課長兼農業委員会事務局長 ……………………………………… 佐藤 峰史 

農地整備課長 ………… 江藤 武憲    建設課長 ……………… 甲斐  徹 

会計管理者 …………… 佐藤 美和                      

保健福祉総合センター所長 ………………………………………………… 工藤加代子 

上下水道課長 ………… 飯干 和宣                      

教育委員会次長兼教育総務課長 （ 13時 59分退出）………………………… 林  謙一 

監査委員 ……………… 中尾 清美                      

────────────────────────────── 

午後１時30分開議 

○事務局長（興梠 恵志事務局長）  御起立をお願いいたします。一同、礼。 

〔起立・礼〕 

○事務局長（興梠 恵志事務局長）  御着席ください。 

○議長（坂本 弘明議員）  これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１７号 

○議長（坂本 弘明議員）  日程第１、議案第１７号令和７年度高千穂町一般会計予算についてを

議題とします。 

 本案について、一般会計予算審査特別委員長の報告を求めます。委員長、本願和茂議員、登壇

願います。 
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○一般会計予算審査特別委員長（本願 和茂議員）  令和７年度第１回定例会本会議２日目に付託

されました議案第１７号令和７年度高千穂町一般会計予算の審査を終了しましたので、高千穂町

議会会議規則第４１条の規定により、その経過と結果を報告いたします。 

 審査期間は３月１０日から１２日の３日間で、１４の関係各課の審査を行いました。 

 令和７年度高千穂町一般会計予算総額は、前年度の当初予算と比較してマイナス１３.７％、

１４億８,６００万円減の９３億７,４００万円となっています。 

 歳入の町税は、対前年度プラス１.１％、１,１８９万円増の１０億７,８０３万円、寄附金は

対前年度プラス２１.１％、３,４００万円増の１億９,５００万円で、ふるさと応援寄附金１億

８,０００万円、企業版ふるさと納税寄附金１,５００万円です。 

 地方交付税は、対前年度プラス５％、１億９,１５０万円増の３９億９,１５０万円で、歳入の

４２.６％を占めており、前年よりも７.６％増加しています。 

 繰入金は、対前年度マイナス５８.５％、３億２,１８１万円減の２億２,８１６万円です。 

 財政調整基金繰入金が１億３,９６８万円で、対前年度２億９,１８２万円減と大幅な減額にな

っているためです。 

 国庫支出金は、対前年度マイナス５３.６％、１０億３８万円減の８億６,４２７万円となって

おり、国庫負担金、災害復旧費国庫負担金が対前年度１１億６,９５３万円減と大幅な減額にな

っているためです。 

 県支出金も対前年度マイナス２９.４％、５億４,８１６万円減の大幅な減額となっており、県

補助金、災害復旧費県補助金が３億５,０２４万円と、対前年度６億４,４０４万円減の大幅な減

額になっているためです。 

 町債は、プラス１０.７％、６,９２４万円増の７億１,４５１万円となっています。内訳は、

過疎債ソフトが３件、給食宅配サービスに１,８００万円、病院事業負担金に６,４１０万円、産

婦人科補助に８２０万円、過疎債ハードが１５件、１億９,９６４万円、返地債が３件、

３,３５７万円、公共事業等債が２件、８,４００万円、公共施設適正化債が３件、３,５００万

円、国土強靱化事業債が１件、３,８００万円、緊急防災・減災事業債が１件、２,０００万円、

自然災害防止事業債が１件、３,９００万円、災害復旧事業債が２件、１億７,５００万円となっ

ています。 

 臨時財政対策債は、令和７年度発行予定なしで、予算計上はありません。 

 歳入当初予算に占める自主財源の割合は２１.７％、２０億３,０６１万円で、対前年度マイナ

ス９.０％、１億９,９９４万円の減となっています。 

 依存財源は７３億４,３３８万円で、歳入の７８.３％を占めており、対前年度マイナス

１４.９％、１２億８,６０５万円の減となっています。 
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 歳出では、災害復旧費が対前年度マイナス８２.３％、２０億３,０４４万円減の４億

３,７３７万円と大幅な減額となっています。 

 その他の歳出構成比は、民生費が２３億３,９１１万円で２５.０％、農林水産業費が１３億

５,５１０万円で１４.５％、総務費が１３億６８７万円で１３.９％、土木費が１０億

１,００１万円で１０.８％、衛生費が９億３,３９４万円で１０.０％、公債費が６億

４,９８５万円で６.９％、教育費が６億６１万円で６.４％となっています。 

 病院事業負担金としての西臼杵広域行政事務組合負担金は４億４,０２０万円、町営住宅田口

野団地室内改修工事６戸分、岩戸団地解体等に５,１６９万円、三田井地区の都市構造再編集中

支援事業に１億１６０万円、中山間地域直接支払制度事業費に２億５,８２２万円、過年発生林

業施設災害復旧事業に２億３,０２１万円、妊産婦健診交通費支援等を含む妊婦健康診査事業費

に７２６万円、高千穂町ひなた場事業に２０２万円、高千穂町小学校正面階段撤去工事費等の学

校管理費に９,５０１万円などが新年度の主な事業となっています。 

 審査をするに当たっては、令和４年災害復旧事業が最優先された後に、完了のめどが立ってい

るのか、これまでの予算・決算審議の附帯意見が反映されているのか、波及効果や費用対比効果

が不透明な委託費を抑制し、改善を試みているのか、議員からの提言や要望を真摯に受け止め予

算に反映しているのかに着目し、慎重かつ真剣に審査を行いました。 

 １２日の審査終了後、総務産業分科会、文教厚生分科会を設置し各分科会においてさらに詳細

な審査を行い、１４日までに各分科会の意見を集約していくよう申し合わせました。 

 １４日に委員会を開催し、各分科会で附帯意見を集約し、主査報告を行いました。 

 決定した附帯意見の内容は、以下のようになっております。 

 総務産業分科会主査報告。 

 税務課所管に関して。 

 １、町税収納率は常に高い水準で評価できるが、令和７年度も引き続き滞納者への対応を強化

し、維持、向上を図ること。 

 ２、現在、休職による人員不足で職員への負担が増加傾向にある。会計年度任用職員の採用や

人員の配置を要望し、職員の負担軽減を図ること。 

 建設課所管に関して。 

 １、天岩戸交流センターあまてらす館の運営管理業務委託先としっかり連携を取り、利用者数

の増加に努めること。また、業務の移管先を検討すること。 

 ２、一町民の不注意により発生した災害に、多額の修繕事業費が予算化されている。本事業費

の充当は疑問であり、本予算の措置が最善の策であるか、今後、同様の災害発生時の対応も踏ま

え、協議・検証すること。 
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 ３、町営団地解体後の土地の活用については、町民への払下げ等利活用に努めること。 

 ４、吾平団地の入居者を段階的に募り、事業推進を図ること。 

 農林振興課所管に関して。 

 １、中山間地域等直接支払制度は、令和７年度から第６期目となるが、地域の高齢化・人口減

少等を踏まえ、ニーズに即した農家への経済支援を行うこと。 

 ２、狩猟免許取得を促すとともに、わな・猟銃購入時の補助の増額や、有害獣被害対策の強化

に努めること。また、有害獣報奨金の税金免除については、国・県に要望すること。 

 ３、森林環境譲与税の有効活用により、林業の担い手育成や森林保全に努めるとともに、県が

目指す「再造林率日本一」に貢献できるよう、再造林率アップに努めること。 

 農地整備課所管に関して。 

 １、新規事業による農村整備事業や農地耕作改善事業を積極的に推進し、事業の効率化に努め

ること。 

 ２、高齢化により、のり面作業が年々厳しくなっている。のり面ステップに加え必要な機材等

ないか、農業従事者の意見を聴取し検討すること。 

 ３、過年度の農地災害については、早急に事業を推進すること。 

 財政課所管に関して。 

 １、ふるさと納税の推進事業については、返礼品などを検証し増額を図ること。 

 ２、町有地及び駐車場の土地貸付金額の見直しを行い、適正化を図ること。 

 企画観光課所管に関して。 

 １、高千穂峡淡水魚水族館の入場料が見直されるが、その効果を検証し、営業の継続や他事業

での利用等協議すること。 

 ２、観光駐車場の有料化に伴う観光地への円滑な周遊環境の整備と併せて、駐車場管理、警備

及び誘導委託料の見直しを検討すること。 

 ３、四季見原キャンプ場の営業期間の変更を周知し、利用者増に努めること。 

 ４、建国まつり及び刈干切唄全国大会については、参加者増を図り、必要な予算を充当するこ

と。 

 総合政策課所管に関して。 

 １、高千穂高校魅力化について、全国枠（３年版）留学開始に伴い、下宿先や受入れ地区住民

への制度周知と、受入れ体制の万全を図ること。 

 ２、１名の地域おこし協力隊が６月に終了することに伴い、新たな採用については、移住・定

住を見据えて人員の獲得に努めること。 

 総務課所管に関して。 
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 １、消防団員の出動報酬の改正により個人支給になるが、業務に携わる職員の負担増にならな

いよう努めること。 

 ２、会計年度任用職員の採用や職員配置を見直し、職場環境の改善を推進すること。 

 ３、職員採用試験にＳＰＩ試験を検討し、職員の確保に努めること。 

 ４、委託料が増加傾向にある。業者に全て委託するだけでなく、職員でできないか検討するこ

と。 

 文教厚生分科会主査報告。 

 町民生活課所管に関して。 

 １、出張所の開所時間短縮に伴う住民生活への影響については、情報を収集しつつ配慮するこ

と。 

 ２、動物基金プロジェクト活動の意義について、町民へ周知し理解を広めること。 

 福祉保健課所管に関して。 

 １、ファミリーサポート事業は利用しやすいように検討すること。 

 ２、障害者が利用できる町営の福祉的住宅の情報や、民間集合住宅へのリフォーム補助制度に

ついて、町民へ広く周知すること。 

 ３、児童クラブの支援員については、可能な限り有資格者で構成すること。 

 教育委員会所管に関して。 

 １、不登校児童生徒の対応については、人数に応じた教育支援センター職員の配置を検討する

こと。 

 ２、高千穂小学校の正面階段については、今後の工事計画や完成時の詳細を町民へ周知するこ

と。 

 ３、上野中学校統合後のスクールバス利用については、田原・上野の両地区のバランスを考え、

停留所を設置すること。 

 保健福祉総合センター所管に関して。 

 １、後期高齢者の増加に伴い、介護予防が重要となるため、職員不足を補うこと。 

 ２、妊産婦交通費が一律２万円支給されることを機に高千穂産婦人科の利用促進を図ること。 

 以上３４件を附帯意見といたします。 

 これまでの附帯意見に対する関係各課の対応については、附帯意見報告書からも真摯に対応し、

改善に向けた努力や協議・検討されていることがよく分かります。 

 しかし、予算説明資料の記載漏れ、訂正過多が目立つなど、配付前の確認作業が疎かになって

いるのではないかと見受けられる課もありました。 

 我々議員は、開会数日前に資料を手にし、僅か数日間で審査をしております。議案集に誤りが
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ないことは絶対でありますが、説明資料についてもしっかりと確認を行い、議員に配付をしてい

ただきたいと思います。 

 全ての職員が、常に勤勉に公務に専念していると感じていますが、予算委員会を軽視している

と思われても仕方がない、議員から指摘を受けても仕方がない軽率な行動も今回の予算委員会で

はありました。大げさかもしれませんが、小さな気の緩みから人を傷つけるハラスメントや作業

ミスにつながる可能性もあるため、しっかりと管理・連携・指導・教育を徹底していただきたい

と思います。これは、我々議員についても同様であり、お互いに気をつける必要があります。 

 また、西臼杵広域行政事務組合が所管となった病院には、保健福祉総合センターげんき荘から

も職員を出向していますが、今後は出向元の負担軽減を図るためにも出向の在り方を見直す必要

があろうかと思います。 

 災害復旧については、令和４年災以降の事業を、令和７年度に５８件繰り越し実施する計画で

あり、一日も早い完成を目指し新たな災害に備える必要があります。 

 新年度は、南海トラフ地震への備え、強化の観点から地域防災計画の見直しを行うということ

であり、今以上に災害に強いまちづくり、安全・安心なまちづくりが急がれます。 

 依然、本町を取り巻く環境は厳しく、町政が抱える問題は山積している状況でありますが、県

内では子牛価格が前年よりも５万円以上平均で上昇しており、畜産業にも経営存続の希望が持て

る明るい光が差し始めております。 

 引き続き、町民にしっかりと寄り添った予算計画を立て、町長の信念の下、着実に一歩前へ町

政を進めていっていただきたいと思います。 

 討論なく採決の結果、令和７年度高千穂町一般会計予算は、賛成全員で可決すべきものと決し

ました。 

 以上、令和７年度一般会計予算審査特別委員会の委員長報告といたします。 

 高千穂町議会一般会計予算審査特別委員会委員長、本願和茂。 

○議長（坂本 弘明議員）  以上で、一般会計予算審査特別委員長の報告が終わりました。 

 ここでお諮りします。ただいまの委員長報告に対する質疑については、議長を除く全議員が委

員となっておりますので、質疑は省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  異議なしと認めます。よって、ただいまの委員長報告に対する質疑に

つきましては、省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 
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 これより採決を行います。議案第１７号に対する委員長の報告は、附帯意見を付して可決すべ

きものと決した旨の報告でありました。よって、議案第１７号について、委員長報告のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第１７号は委員長報告のとお

り可決されました。 

 ここでお諮りします。ただいまの議決をもって令和７年度一般会計予算審査特別委員会は設置

目的の審査が全て終了しましたので、本日をもって終了することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  異議なしと認めます。よって、本特別委員会は本日をもって終了する

ことに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第２号 

日程第３．議案第３号 

日程第４．議案第４号 

日程第５．議案第５号 

日程第６．議案第６号 

日程第７．議案第７号 

日程第８．議案第８号 

日程第９．議案第９号 

日程第１０．議案第１０号 

日程第１１．議案第１１号 

日程第１２．議案第１９号 

日程第１３．議案第２３号 

日程第１４．議案第２４号 

日程第１５．議案第２５号 

日程第１６．議案第２６号 

○議長（坂本 弘明議員）  次に、日程第２、議案第２号から日程第１６、議案第２６号までの議

案１５件を一括議題とします。 

 初めに、この議案１５件について、総務産業常任委員長の報告を求めます。委員長、磯貝助夫

議員、登壇願います。 

○総務産業常任委員長（磯貝 助夫議員）  第１回高千穂町議会定例会において、総務産業常任委
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員会に付託された総務課所管５件、税務課所管１件、建設課所管２件、上下水道課所管４件、企

画観光課所管２件、農地整備課所管１件、計１５件について、令和７年３月６日及び７日に審査

を終了しましたので、高千穂町議会会議規則第４１条の規定により、下記のとおり報告いたしま

す。 

 総務課所管。 

 議案第２号刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備について。 

 令和４年６月１３日、刑法が改正され、これまで刑事罰として禁錮及び懲役がありましたが、

これらに代わる刑事罰として拘禁刑が創設されました。このため、本町条例において刑法を引用

している関係条例の文言の改正を行うものです。 

 関係する条例は、高千穂町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例、高千穂町職員に関

する条例、高千穂町消防団条例、高千穂町個人情報保護条例です。 

 説明が終了し、質疑に移りました。 

 質疑、今まで禁錮何年、懲役何年と言っていたが、これからはどうなるのか。 

 答弁、今後は拘禁刑何年となる。条例内の禁錮、懲役が全て拘禁刑に変わる。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、総務課所管。 

 議案第３号行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく

個人番号の利用に関する条例の一部改正について。 

 法により特定個人番号利用事務を定めていた別表第２が法改正により廃止され、特定個人番号

利用事務として省令及び各自治体の条例において定めることとされたことなどから、関係する条

文の文言を改正するものです。 

 今回の法の改正については、保険証としてのマイナンバーカード利用を含めて、マイナンバー

を行政の様々な手続に広く利用してもらうため、また、行政間の手続に利用していく法改正に基

づく改正であり、これにより行政間の業務の効率化を図ることが目的です。 

 説明が終了し、質疑に移りました。 

 質疑、別表の廃止で項がなぜ繰り下がるのか。 

 答弁、第８項が加わったことにより、それ以降の項が繰り下がったものです。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、税務課所管。 

 議案第４号高千穂町税条例の一部改正について。 

 今回の改正は、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政

運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部改正する法律が、令和
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６年６月７日公布、令和７年４月１日から施行されることに伴うものです。 

 改正の内容は、今回の法律の改正のうち、行政手続における特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律（いわゆるマイナンバー法）の一部改正に伴い、法律の法人番号に係る条

項にずれが生じたため、これらの条項を引用する税条例の条項のずれを改めるものです。 

 令和７年４月１日より施行する予定です。 

 説明が終了し、質疑に移りました。 

 質疑、条項が追加され第１６項になったのか。 

 答弁、マイナンバー法の第２条に定義という項目があり、その中で法人番号に関する定義が

１５項にあったが、新たに１項入り、その分ずれて１６項になった。 

 質疑、どのような項が増えたのか。 

 答弁、第８項にマイナンバーカードの代替え電磁的記録についての説明が加わった。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、建設課所管。 

 議案第５号天岩戸交流センターあまてらす館の設置及び管理に関する条例の全部改正について。 

 天岩戸交流施設あまてらす館は令和３年２月に完成し、令和７年１月末現在で３万

９,０００人の利用がありました。オープンから令和４年度までは地域おこし協力隊１名と会計

年度任用職員１名を常駐させ運営を行っていましたが、令和５年度は会計年度職員のみの運営と

なり、サービスの低下、利用者や自主イベントの減少など施設の目的を達成できないことが懸念

されました。 

 このことから民間事業者等への運営権の移行を模索していたところ、岩戸地区に一部公益的で、

まちづくりや地域活性化事業等に取り組む法人が設立されたので、令和６年度より公共施設等運

営権を３年間かけて移行できないか、当団体と協議し可能かどうかを試すために運営管理業務委

託契約を締結し、運営をお願いしていました。業務委託期間中は利用者数が約１０倍になり、ま

た、祝日・休日、年末年始も施設を開館することで、地域住民や観光客の多くのニーズに対応で

きる施設運営となったところです。以上のことから３年間かけて移行するところを１年前倒しし

て、令和７年度から実施することにしたいと考えており、公共施設等運営権の移行を行うための

条例改正です。 

 公共施設等運営権コンセッション制度はＰＦＩ法に基づくもので、平成２３年の法改正により

導入された制度です。利用料金の徴収を行う公共施設について、施設の所有権を行政に残したま

ま施設の運営権を民間事業者に設定する方式とされています。一般的に指定管理と比べて民間事

業者等の経営の自由度がより高められた制度となっています。 

 本制度のメリットは、維持管理費の軽減が図れることやサービスの向上が図れること、また、
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施設利用の対価は月額６万４,０００円であることなど、説明を受け質疑に入りました。 

 質疑、施設利用対価が上がることがあるのか。 

 答弁、団体の利益が上がっても変わらない。 

 質疑、維持管理費の軽減は図れるのか。 

 答弁、現在、維持管理費が年間約４００万円かかっているが、約３００万円の軽減が図れる。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、総務課所管。 

 議案第６号高千穂町旅費条例の一部改正について。 

 今回の改正は、国家公務員法の旅費に関する法律の一部を改正する法律が７５年ぶりに大幅な

改正がなされ、令和７年４月１日に施行されることに伴い、高千穂町旅費条例の一部を改正し、

令和７年４月１日付で施行するものです。 

 今回の改正は、社会のデジタル化、交通機関等の料金体系の多様化、近年の宿泊料金の大幅な

変動等の出張における実態の変化を受けて、業務の効率化を図るため、広く旅費制度の見直しを

行うものです。 

 主な改正内容としては、これまでは定額であった宿泊料や交通費の実費化、航空運賃と宿泊費

のパック料金を包括宿泊費と位置づけることなどとなっております。 

 令和７年度から施行されるものです。 

 説明を終了し、質疑に移りました。 

 質疑、宿泊費、交通費実費ということは、領収書等必要になるのか。 

 答弁、必要になる。ちなみに宿泊料の上限額については、県内・地方都市等の素泊まりの場合、

通常期８,０００円以内、繁忙期１万円であり、東京・指定都市等の素泊まりの場合は、通常期

１万２,０００円以内、繁忙期１万４,０００円以内となります。 

 質疑、通常期と繁忙期の見分けはどう判断するのか。 

 答弁、出張先の観光シーズン等の宿泊需要の状況により判断する。 

 討論なく採決の結果は、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、総務課所管。 

 議案第７号高千穂町職員の給与に関する条例の一部改正について。 

 今回の改正は、令和６年８月の人事院勧告に基づく改正であり、配偶者の扶養手当を廃止し、

子供の扶養手当を増額するものであります。 

 令和７年４月１日から段階的に適用し、令和８年４月１日に完全適用するものです。 

 また、給料表において一部の号給表を改正するものです。 

 配偶者扶養手当支給額は、行政職７級以下で令和６年度６,５００円、７年度３,０００円、
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８年度支給なし。行政職８級以上で令和６年度３,５００円、７年度支給なし。 

 子ども扶養手当は、等級関係なく令和６年度１万円、７年度１万１,５００円、令和８年度

１万３,０００円です。 

 説明が終了し、質疑に移りました。 

 質疑、号給表の改正で支給額も変わるのか。 

 答弁、まとめられた号給のところには該当者はおらず、号俸が変わるだけで金額は変わらない。 

 質疑、子供のいない家庭は令和８年度以降、扶養手当の支給がなくなるのか。 

 答弁、支給はなくなる。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、上下水道課所管。 

 議案第８号高千穂町下水道条例の一部改正について。 

 関係法令の規定に合わせて所要の改正が標準下水道条例にて行われています。本条例につきま

しても、同様に修正があった文言について改正を行うものです。 

 改正内容については、責任技術者を排水整備工事責任技術者に改め、指定の申請等に関する添

付書類の見直しで住民票の写しに加え在留者カード、特別永住者証明の写しを添付要件に加えて

います。 

 また、公共下水道から放流水に含まれる大腸菌群数に係る基準の記載をより厳しくする大腸菌

数に改めるものです。 

 この条例は、公布の日から施行し、令和７年４月１日から適用するものです。 

 説明が終了し、質疑に移りました。 

 質疑、責任技術者から排水工事責任技術者と改めることで何が変わるのか。 

 答弁、排水工事に従事することを明記した。 

 質疑、大腸菌数の上限の数は示されているのか。 

 答弁、１ミリリットルにつき８００コロニー形成単位であり、コロニー形成単位とは生きてい

る菌の数を表している。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、企画観光課所管。 

 議案第９号高千穂町観光駐車場管理条例の一部改正について。 

 現在、ポストコロナを見据えた受入れ環境整備促進事業により、第４押方駐車場の舗装工事、

区画線整備、ゲート設置などの駐車場整備を行っておりますが、この観光駐車場の整備工事に合

わせて、駐車場の名称の変更と料金の改正を行うために条例を改正するものです。 

 名称については、企画観光課窓口や高千穂峡内の施設で配布している高千穂観光イラストマッ
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プに記載しています「観光客から認知されている名称」に変更したいと思います。 

 第２条の表のうち、高千穂峡御塩井駐車場を第１御塩井駐車場、高千穂峡あららぎ駐車場を第

２あららぎ駐車場へ名称を変更し、別表で使用料を１,０００円に改めるものです。 

 また、来年の整備を予定している第３大橋駐車場と第４押方駐車場を第２条の表に追加し、別

表で使用料を８００円と５００円に規定するものです。 

 なお、名称の変更追加については、公布の日から施行し、別表の使用料の適用時期は来年度整

備予定の第３大橋駐車場の工事が７月中に完了する計画であり、８月１日から４つの駐車場の新

料金を適用する予定です。 

 値上げの理由について、使用料が令和４年度４,５００万円、令和５年度が４,６００万円、令

和６年度が５,０００万円の見込みです。観光協会に委託している交通誘導管理委託料と駐車場

管理委託料が、令和５年度が４,１９６万円、令和６年度見込み額５,３３６万円となっているこ

とから、高千穂峡の景観維持、整備等に使える自主財源を確保するために引き上げたいと考えて

います。 

 説明が終了し、質疑に移りました。 

 質疑、電光掲示板等による誘導はできないか。 

 答弁、バーの設置、フラップ式、Ｗｉ─Ｆｉを整備するため、満空情報による誘導を検討して

いきたい。 

 質疑、大型バスの対応はどう考えているか。 

 答弁、現在、大橋駐車場付近に降ろしたら他の場所で待機している。今後も同様と考えている。 

 質疑、駐車場使用料の見積りは幾らか。 

 答弁、年間約１億円の収入見込みです。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 委員会からの意見。 

 委託料が増加しており、人員の配置及び誘導方法の見直しを検討するよう要望しました。また、

本議案について、審査当日、新聞への報道があった。今後、このようなことがないよう、報道関

係者との調整を慎重に行うよう徹底していただきたい。 

 次に、企画観光課所管。 

 議案第１０号高千穂町淡水漁水族館入場料徴収条例の一部改正について。 

 平成３年に制定された本条例ですが、これまで入場料の改正は行われていません。ここ数年、

電気料金、餌代等の値上がりに伴い、ランニングコストも増加しており、赤字額も増加傾向にあ

ります。収入改善のための入場料の改正を行うものです。 

 具体的には、高校生以上６００円、小学生及び中学生３００円、３歳以上就学前１００円に改
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正し、入場料の減免を規定する第３条の第１号に町内居住者を追加する改正です。新しい入場料

は令和７年４月１日から適用するものとしています。 

 収入と支出の状況について。 

 令和４年度の入場料が年間収入４７８万円で経費が６９３万円、６年度見込額が収入５９０万

円で経費が８５０万円です。今回の引上げで年間収入が１,０００万円を超えると見積もってい

ます。 

 説明を終了し、質疑に移りました。 

 質疑、成果が上がらなければ、休憩所や駐車場としての活用もあるのではないか。 

 答弁、必要な施設は何か、観光客に調査をすることも必要だと考えている。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 委員会からの意見。 

 入場料引上げによる成果を検証し、今後の運営の有無を含め検討すること。 

 次に、総務課所管。 

 議案第１１号職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について。 

 今回の改正は、令和６年８月に人事院が行った公務員の人事管理に関する報告において、仕事

と生活の両立支援が拡充に係る項目が明らかにされ、条例の制定が求められていることから、本

条例において超過勤務の免除の対象となる子供の範囲を拡大し、３歳に満たない子を養育する職

員を小学校就学の始期までの子を養育する職員に改正するものです。 

 また、仕事と介護の両立支援制度を利用しやすい勤務環境の整備として、職員が介護休暇を取

得するに当たっての相談体制等の充実を図ることとするものです。 

 説明が終わり、質疑に移りました。 

 質疑、介護との両立を図るため職場の異動はあるのか。 

 答弁、職員からの相談があれば協議し、その必要があれば変えることも考えられる。 

 質疑、相談しやすい環境が職場内に設けられるとよいと思うがどうか。 

 答弁、現在、保健師さん３名にお願いしており、本改正により充実を図る。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 委員会からの意見。 

 本条例の改正により職員の勤務環境の改善を図り、町民サービスの向上に努めるよう要望しま

した。 

 次に、上下水道課所管。 

 議案第１９号令和７年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算。 

 初めに、特別会計に関連することから一般会計の説明を受けました。 
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 まず、一般会計に関する説明書による説明。 

 衛生費の中で保健衛生総務費が昨年度まで町民生活課で予算措置をしていた高千穂町簡易水道

事業予算特別会計に対する繰出金の予算となっています。前年度比、約１,０００万円の増とな

っていますが、詳細については特別会計で説明します。 

 次に、衛生費の中に飲用井戸等衛生対策費が新たに創設されています。この項目については、

昨年度まで特別会計で見ていました水道組合等に関する補助金となっています。一般会計に移行

した理由としては、現在、企業会計移行を進めていく中で、簡易水道に関する料金は、一旦、上

下水道課が徴収しているところですが、料金等徴収していない水道組合に関する支出を区分する

形で一般会計にさせていただきました、と一般会計の説明を受けました。 

 特別会計、歳入歳出予算の総額が歳入歳出それぞれ１億１,５１７万８,０００円です。 

 歳入について、使用料及び手数料６,１６１万４,０００円は簡易水道使用料及び督促手数料で

す。財産収入３３万２,０００円は簡易水道積立基金利子です。繰入金３,６０３万円は一般会計

繰入金などです。繰越金１,０００円、諸収入３,０００円、町債１,７００万円は簡易水道事業

債です。分担金及び負担金１９万８,０００円は給水負担金です。 

 歳出については、衛生費が簡易水道費１億１,５１７万６,０００円、公債費２,０００円です。

職員給与関係で１,９６２万円、需用費１,４７８万２,０００円は役員費や量水器などの消耗品、

施設の光熱費、施設の修繕費などです。役務費の１,４０９万９,０００円は主に水質検査や量水

器交換手数料、保険料などです。委託料４,８５２万１,０００円は施設保守点検、配水池清掃、

除草管理委託料、固定資産台帳作成業務委託料、水道メーター検針等個人委託料、経営戦略策定

業務委託料などです。使用料及び賃借料１５０万５,０００円は土地賃借料などです。備品購入

費４９９万５,０００円は水道検針で使用するハンディターミナルの購入費などです。負担金、

補助及び交付金７９４万２,０００円は高千穂町簡易水道維持管理費負担金などです。公課費の

２３７万２,０００円は消費税及び地方消費税などです。 

 説明が終了し、質疑に移りました。 

 質疑、経営戦略作成業務は何年ごとに見直しか。 

 答弁、１０年ですが、県から７年度中に見直してくれとの指導があった。 

 質疑、簡易水道事業債の１,７００万円の用途は。 

 答弁、固定資産台帳作成業務で令和６年度は、押方、向山地区を実施し、令和７年度は大字岩

戸地区を計画している。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、農地整備課所管。 

 議案第２３号令和７年度高千穂町小水力発電事業特別会計予算。 
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 歳入歳出の総額は歳入歳出それぞれ１,３４５万３,０００円と定めています。 

 歳入については、財産運用収入として小水力発電事業基金利子１,０００円、電気事業収入

１,３４５万１,０００円、雑入として預金利子収入１,０００円となっています。 

 歳出については、農地費施設管理費１,３４５万３,０００円。施設管理費の主な内訳は、需用

費で施設高熱費７万２,０００円、修繕費１００万円、役務費で通信運搬費として遠隔監視シス

テム通信費５万円、保険料６１万２,０００円、委託料で発電施設保守点検委託料３９万

６,０００円、電気施設保守点検委託料３２万８,０００円、地元用水組合による施設維持管理委

託料２６万５,０００円、公課費で発電収入消費税９７万９,０００円を計上していますが、その

ほとんどを占めるのが発電事業基金積立金９５６万３,０００円となっています。 

 説明を受け、質疑に移りました。 

 質疑、巡回の状況は。 

 答弁、地元用水組合が第２週・第４週と偶数の週に行ってもらい、奇数の週には職員が行くよ

うにしているが、渇水の影響で水量が減ったり、水車が止まったりしたので、その都度職員が出

向き機械の調整を行った。 

 質疑、渇水の影響は。 

 答弁、本来４９キロワット発電するが発電できない日があった。また、下流域で用水を利用し

ている集落があり、起動する時間の調整が必要となった。 

 質疑、今後の運営に影響はないのか。 

 答弁、今年度の渇水は全国的に見ても非常に稀なものであり、次年度以降の運営には影響ない

と考えている。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、上下水道課所管。 

 議案第２４号令和７年度高千穂町水道事業会計予算。 

 初めに、収益的収入及び支出について。 

 収入の水道事業収益１億７,０６８万３,０００円のうち営業収益１億６,７０９万６,０００円

は主に水道料金です。営業外収益３５８万７,０００円は主に長期前受金戻入です。 

 支出の水道事業費用１億４,７８１万１,０００円のうち営業費用１億３,４３５万７,０００円

は水道事業の主たる事業活動を行う費用で職員人件費、施設維持管理点検等の委託料、施設修繕

費、電気等の動力費、減価償却費などです。 

 営業外費用１,２４５万３,０００円は、主に企業債利息と消費税です。その他特別損失５０万

１,０００円、予備費５０万円を計上しています。 

 次に、資本的収入及び支出について。 
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 収入の資本的収入８,３１２万５,０００円のうち企業債６,５００万円は建設改良に伴う起債

借入れです。補助金１,８１２万２,０００円は補助対象となる施設工事に伴う国庫補助金などで

す。その他、固定資産売却代金１,０００円、負担金１,０００円、補償金１,０００円を計上し

ています。 

 支出の資本的支出１億２,５２６万９,０００円のうち建設改良費１億１,０６５万円は、管路

施設更新工事費に伴う工事費や設計委託料です。企業債償還金は１,４５１万８,０００円です。

そのほか負担金１,０００円、予備費１０万円を計上しています。 

 資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額４,２１４万４,０００円は、消費税資本的収

支調整額、当年度損益勘定留保資金、建設改良積立金で補填することとしています。 

 説明が終了し、質疑に移りました。 

 質疑、水道料金値上げで町民から苦情等はないか。 

 答弁、特にない。 

 質疑、有収率が令和５年度決算時６３％であったが前年度比は。 

 答弁、有収率は令和４年度が６４.６％であり下がっている。 

 質疑、引込管の破損処理に町が２分の１負担する等の補助はできないか。 

 答弁、引込管から個人の持ち物になることから、本来は個人負担であるが、全部をやり替える

場合、工事費の２分の１を町が負担することもある。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 委員会からの意見。 

 水道水が安定供給できるよう漏水対策や空き家等の止水に努めるよう要望した。 

 次に、上下水道課所管。 

 議案第２５号令和７年度下水道事業会計予算。 

 収益的収入及び支出について。 

 収入の下水道事業収益２億１,９６８万２,０００円のうち営業収益７,５３４万円は主に下水

道使用料です。営業外収益１億４,４３４万１,０００円の主なものは一般会計補助金、長期前受

金戻入です。特別利益は１,０００円です。 

 支出の下水道事業費用１億９,４４３万１,０００円のうち営業費用１億７,５６１万

８,０００円は下水道事業の主たる事業活動を行うための費用で職員人件費、施設維持管理費の

委託料、電気等の動力費、減価償却費などです。営業外費用１,５６６万３,０００円の主なもの

は企業債利息と消費税及び地方消費税です。その他特別損失３１０万円、予備費５万円を計上し

ています。 

 資本的収入及び支出について。 
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 収入の資本的収入３,２４０万５,０００円のうち、補助金７００万円は国庫補助金と一般会計

補助金です。負担金１００万１,０００円は受益者負担金などです。他会計支出金２,４４０万

４,０００円は一般会計支出金です。 

 支出の資本的支出１億１,１９４万４,０００円のうち建設改良費２,２００万円は道路改良に

伴う下水道管移設工事設計や家屋新築に伴う公共ます設置工事と処理場施設更新費用です。 

 企業債償還金８,９８９万４,０００円は建設改良企業債償還金です。その他予備費５万円を計

上しています。 

 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額７,９５３万９,０００円は、当年度分消費税及

び地方消費税、資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金で補

填することとしています。 

 説明が終了し、質疑に移りました。 

 質疑、災害に備えた下水管の保管はしているのか。 

 答弁、大量に保管していても劣化し更新しなければならなくなる。災害時は県内で協会があり

資材等の対応も可能である。 

 質疑、国・県道内で管路破損があった場合、なぜ町負担となるのか。 

 答弁、国・県道を通すときに占用申請書を提出するときに、「町が埋設する管路等の破損は町

負担となる」となっている。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、建設課所管。 

 議案第２６号道路路線の認定について。 

 本議案は、現地調査が必要と認め、現地にて説明を受け質疑を行いました。 

 吾平団地線は九州中央自動車道の五ヶ瀬・高千穂道路、高千穂・雲海橋道路の事業化に伴い必

要な用地を取得するために家屋移転を余儀された地権者の方々の移転先候補地として造成を進め

ている団地内の道路です。造成工事は、令和６年３月から３月２１日まで計画が現在も続けてお

り、当該道路の舗装工事及び一部排水工事を行っています。 

 この路線は生活に必要な道路となること、また、将来的に維持管理が必要となることから町道

の認定をするものです。 

 説明を受け、質疑に移りました。 

 質疑、本団地には何軒入るのか。 

 答弁、８軒入る。 

 質疑、西臼杵共済組合入口までの道路は認定されていなかったのか。 

 答弁、町有地の一部としており認定していない。 
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 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 以上、総務産業常任委員会委員長、磯貝助夫。 

○議長（坂本 弘明議員）  以上で、総務産業常任委員長の報告が終わりました。 

 ここで暫時休憩とします。 

午後２時28分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時48分再開 

○議長（坂本 弘明議員）  休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 これから、ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  質疑なしと認めます。 

 続いて、議案第２号から議案第２６号までの討論、採決を行います。 

 初めに、議案第２号刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理についての討論

を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきもの

と決した旨の報告でありました。よって、議案第２号について、委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第２号は委員長報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第３号行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用に関する条例の一部改正についての討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第３号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきもの

と決した旨の報告でありました。よって、議案第３号について、委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第３号は委員長報告のとおり

可決されました。 
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 次に、議案第４号高千穂町税条例の一部改正についての討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第４号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきもの

と決した旨の報告でありました。よって、議案第４号について、委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第４号は委員長報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第５号天岩戸交流センターあまてらす館の設置及び管理に関する条例の全部改正に

ついての討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第５号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきもの

と決した旨の報告でありました。よって、議案第５号について、委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第５号は委員長報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第６号高千穂町旅費条例の一部改正についての討論を行います。討論はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第６号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきもの

と決した旨の報告でありました。よって、議案第６号について、委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第６号は委員長報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第７号高千穂町職員の給与に関する条例の一部改正についての討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第７号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきもの

と決した旨の報告でありました。よって、議案第７号について、委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第７号は委員長報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第８号高千穂町下水道条例の一部改正についての討論を行います。討論はありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第８号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきもの

と決した旨の報告でありました。よって、議案第８号について、委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第８号は委員長報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第９号高千穂町観光駐車場管理条例の一部改正についての討論を行います。討論は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第９号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきもの

と決した旨の報告でありました。よって、議案第９号について、委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第９号は委員長報告のとおり

可決されました。 

 次に、議案第１０号高千穂峡淡水魚水族館入場料徴収条例の一部改正についての討論を行いま

す。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１０号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきも
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のと決した旨の報告でありました。よって、議案第１０号について、委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第１０号は委員長報告のとお

り可決されました。 

 次に、議案第１１号職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についての討論を行いま

す。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１１号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきも

のと決した旨の報告でありました。よって、議案第１１号について、委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第１１号は委員長報告のとお

り可決されました。 

 次に、議案第１９号令和７年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算についての討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います、議案第１９号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきも

のと決した旨の報告でありました。よって、議案第１９号について、委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第１９号は委員長報告のとお

り可決されました。 

 次に、議案第２３号令和７年度高千穂町小水力発電事業特別会計予算についての討論を行いま

す。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２３号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきも

のと決した旨の報告でありました。よって、議案第２３号について、委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第２３号は委員長報告のとお

り可決されました。 

 次に、議案第２４号令和７年度高千穂町水道事業会計予算についての討論を行います。討論は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２４号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきも

のと決した旨の報告でありました。よって、議案第２４号について、委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第２４号は委員長報告のとお

り可決されました。 

 次に、議案第２５号令和７年度高千穂町下水道事業会計予算についての討論を行います。討論

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２５号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきも

のと決した旨の報告でありました。よって、議案第２５号について、委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第２５号は委員長報告のとお

り可決されました。 

 次に、議案第２６号町道路線の認定についての討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２６号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきも

のと決した旨の報告でありました。よって、議案第２６号について、委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第２６号は委員長報告のとお

り可決されました。 
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────────────・────・──────────── 

日程第１７．議案第１８号 

日程第１８．議案第２０号 

日程第１９．議案第２１号 

日程第２０．議案第２２号 

○議長（坂本 弘明議員）  次に、日程第１７、議案第１８号から日程第２０、議案第２２号まで

の議案４件を一括議題とします。 

 初めに、この議案４件について、文教厚生常任委員長の報告を求めます。委員長、佐藤さつき

議員、登壇願います。 

○文教厚生常任委員長（佐藤さつき議員）  第１回高千穂町議会定例会において、文教厚生常任委

員会に付託された福祉保険課所管の議案２件、保健センター所管の議案２件について、審査を終

了しましたので、高千穂町議会会議規則第４１条の規則により、下記のとおり報告いたします。 

 福祉保険課所管。 

 議案第１８号令和７年度高千穂町国民健康保険特別会計予算について。 

 令和７年度歳入歳出の予算の総額をそれぞれ１７億８,５３３万円計上しており、前年度より

８,１１７万４,０００円、４.７６％の増となっております。 

 今年２月１日現在、国保加入世帯は１,７０３世帯、被保険者数は２,６２３名であり、昨年同

時期と比較し１０１世帯、１９０名の減となっております。 

 被保険者数は減少していますが、医療の高度化などにより、今後も１人当たりの医療費は増加

が見込まれます。健全な国保運営を図るには、医療費の抑制を図る必要があるため、保健予防活

動を積極的に進めると説明を受け、質疑に入りました。 

 質疑、保険税が減少している理由は。 

 答弁、国保加入者が死亡や社保への変更などで約２００人減少しているため。 

 質疑、保健センターの施設改修の詳細は。 

 答弁、予算は約９４１万６,０００円で、保健センターと国保病院をつなぐ渡り廊下が雨漏り

をするため、屋根の防水シートを張り替える工事である。 

 委員会から、保健センターの建物が築２６年経過し、多数の雨漏りなどの劣化が見られるため、

利用者や職員が困ることのないよう、早急な対応をするよう要望しました。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、保健センター所管。 

 議案第２０号令和７年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算。 

 令和７年度の予算については、歳入歳出の予算の総額をそれぞれ８９５万６,０００円を計上
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しており、前年度より４９０万円減です。 

 西臼杵介護認定審査会は、西臼杵３町で共同設置している組織になり、介護認定につきまして

は、調査委員による７４項目の調査と主治医の意見書により一次判定を行い、審査委員による二

次判定を経て決定しています。審査会の委員は、医師２名、理学療法士２名、保健師２名、看護

職２名、介護職２名の計１０名で行い、２つの合議体に分かれて、月に三、四回、木曜日に開催

し、１回当たり２０から３０件ほどの審査を行っています。５年度の審査件数は、全体が

９８２件で、前年比２件の減となっていますと説明を受け、質疑に入りました。 

 質疑、一度認定された後、同じ年度内に認定の変更があるのか。 

 答弁、入院された後などに区分変更がある。 

 質疑、３町にわたるのでリモートでしてはどうか。 

 答弁、導入に費用がかかるため行っていない。 

 委員会から、今年度より後期高齢者に対し個人負担なしで健診が始まるので、健診を受けるこ

とは介護予防につながることを町民へ周知するよう要望しました。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、保健センター所管。 

 議案第２１号令和７年度高千穂町介護保険特別会計予算。 

 保険事業勘定の歳入歳出をそれぞれ１５億１,６２８万６,０００円とし、前年度比

７,７２３万９,０００円の増額で、地域支援事業費及び予備費の増が主なものです。本町の

６５歳以上の高齢者人口は、令和７年３月１日現在４,８７８人、うち後期高齢者人口は

２,７３２人で、高齢化率は４５.２７％です。 

 介護認定数については、８００人前後で推移していますと説明を受け、質疑に入りました。 

 質疑、介護予防につながるサロンやサテライトはどれくらい行われているのか。 

 答弁、サロンは４３公民館、２３会場であり、サテライトは１８公民館、９会場です。 

 質疑、団塊世代が後期高齢者となったが、予防事業の人員は足りているのか。 

 答弁、不足している。広域医療センターとなった国保病院へ出向している職員の引きあげを希

望している。 

 委員会から、今後しばらく後期高齢者人口が減少しないことが予測されることから、予防事業

に特化した職員の増員を要望しました。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、福祉保健課所管。 

 議案第２２号令和７年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算。 

 令和７年度歳入歳出予算の総額を２億２,５２２万２,０００円とし、前年度と比較して
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５０７万７,０００円、２.３％の増となり、広域連合への納付金の増が主な原因となっています。 

 令和７年２月１日現在、被保険者数は２.７０３人で昨年より６５人増加しています。令和

７年度も引き続き医療費抑制を図るため、重症化予防など保健予防活動を積極的に推進しますと

説明を受け、質疑に入りました。 

 質疑、今年度から集団検診が行われるが方法は。 

 答弁、国保健診と同じように行う。 

 質疑、申込人数はどれくらいか。 

 答弁、１８０人ほどを予定していたが、２７０人の申込みがあった。 

 委員会からは、定期健診や集団健診により後期高齢者人口の増加が予測されるため、１人当た

りの医療費を下げるための新しい取組を要望しました。 

 討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 以上、報告といたします。文教厚生常任委員会委員長、佐藤さつき。 

○議長（坂本 弘明議員）  以上で、文教厚生常任委員長の報告が終わりました。 

 これから、ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  質疑なしと認めます。 

 続いて、議案第１８号から議案第２２号までの討論、採決を行います。 

 初めに、議案第１８号令和７年度高千穂町国民健康保険特別会計予算についての討論を行いま

す。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１８号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきも

のと決した旨の報告でありました。よって、議案第１８号について、委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第１８号は委員長報告のとお

り可決されました。 

 次に、議案第２０号令和７年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算についての討論を行い

ます。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２０号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきも
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のと決した旨の報告でありました。よって、議案第２０号について、委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第２０号は委員長報告のとお

り可決されました。 

 次に、議案第２１号令和７年度高千穂町介護保険特別会計予算についての討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２１号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきも

のと決した旨の報告でありました。よって、議案第２１号について、委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第２１号は委員長報告のとお

り可決されました。 

 議案第２２号令和７年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算についての討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２２号に対する委員長の報告は、原案のとおり可決すべきも

のと決した旨の報告でありました。よって、議案第２２号について、委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第２２号は委員長報告のとお

り可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．閉会中の継続調査の申し出について 

○議長（坂本 弘明議員）  次に、日程第２１、閉会中の継続調査の申し出についてを議題としま

す。 

 お手元に配付のとおり、議会運営委員会、九州中央自動車道整備促進対策特別委員会、鉄道公

園化に関する特別委員会の各委員長から、会議規則第７５条の規定に基づき、閉会中の継続調査

申出書が議長に提出されています。 
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 ここでお諮りします。各委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  異議なしと認めます。したがって、各委員長の申出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．議員派遣について 

○議長（坂本 弘明議員）  次に、日程第２２、議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。会議規則第１２９条第１項の規定に基づき、お手元に配付したとおり、議員を

派遣することにしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  異議なしと認めます。したがって、お手元に配付したとおり議員を派

遣することに決定しました。 

 ここで町長から挨拶があります。 

○町長（甲斐 宗之町長）  それでは、令和７年第１回高千穂町議会定例会の閉会に当たりまして、

一言、お礼の御挨拶を申し上げます。 

 去る３月３日に開会いただきました本定例会におきましては、追加議案まで含め報告２件、令

和６年度補正予算、令和７年度の各会計当初予算、条例改正、選任同意、町道認定など、２８件

の重要案件につき、１９日間にわたりまして慎重かつ熱心に御審議を頂き、全ての議案につきま

して原案どおり承認、可決を頂き誠にありがとうございました。心から感謝申し上げます。 

 特にこの３月議会では、一般会計当初予算案について予算審査特別委員会を設置いただいた上

で、詳細に審査を頂き、様々に御意見、御提言を頂戴したところでございます。委員会での質疑、

分科会附帯意見、また、総括質疑、一般質問にて頂きました多岐にわたる御意見、御提言につい

ては、我々執行部としてしっかりと受け止めさせていただき、新年度の事業執行、また、新たな

施策の立案等に生かしてまいりたいと考えております。 

 開会初日と一般質問の中で御説明をさせていただきました新年度施政方針に沿う施策について

もしっかりと検討し、本町の職面する課題に向き合いながら知恵を出し、様々な分野の施策につ

いて内容充実を図り、一歩前へ進めてまいりたいと存じます。 

 結びに、議員各位におかれましては、今後とも御多忙な日々が続くと存じますが、先日からの

思いがけない雪に見られましたように、まだまだ寒暖差の激しい日もあり、また、学校や地域で

はインフルエンザ等の感染も聞かれますので、くれぐれも健康管理には御留意の上、引き続き本

町発展のため御尽力いただき、また、御協力、御助言等賜りますようにお願い申し上げまして、
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お礼の御挨拶とさせていただきます。誠にありがとうございました。 

○議長（坂本 弘明議員）  閉会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 議員各位におかれましては、３月３日から本日までの１９日間、熱心に御審議賜り、また、議

会運営に御協力いただき誠にありがとうございました。 

 本定例会におきましては、令和７年度の各会計予算議案や条例改正議案など、提出された全議

案が可決されたところですが、一般会計予算においては附帯意見も付されておりますので、執行

部におかれましては、本会議及び委員会で出されました提言や要望を十分にくみ取っていただき、

可能なものから早急に行政運営に反映していただくよう望みます。 

 また、本定例会が最後となる課長の皆様におかれましては、長年にわたり本町行政の要として

本町発展のために御尽力いただいたことに対し、議会を代表して心から敬意と感謝を申し上げま

す。今後も新たな立場からお力添えをいただきますようお願いいたします。 

 結びに、議員各位並びに執行部各位ともに、さらなる町政発展への一層の御尽力をお願い申し

上げ、３月定例会の閉会に当たっての挨拶といたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（坂本 弘明議員）  以上をもちまして、本日の日程は全て終了しました。 

 これで令和７年第１回高千穂町議会定例会を閉会します。 

○事務局長（興梠 恵志事務局長）  御起立をお願いします。一同、礼。 

〔起立・礼〕 

午後３時19分閉会 

────────────────────────────── 
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